
 

 

 

【様々な成果を収めた２学期が終了！！】 
１年で一番長い２学期が今日で終了します。季節は夏から秋、そして秋から冬へと移ろいました。あ

んなに暑いスタートだったのが、今は外をみると真っ白。本格的な冬を迎えています。この間、三中の

みなさんは多くの成果を収め、集団としても個人としても大きく成長できました。ぜひ自信をもってく

ださい。そして、この成長を今後につなげてください。みなさんの益々の活躍を楽しみにしています。 

 

＜終業式での校長先生の話＞ 

みなさんと面談をすると、テレビより YouTube をみる人の方が多いようですので、みている人は少な

いかもしれませんが、毎週火曜日の夜 10 時から NHK で「宙
そら

わたる教室
きょうしつ

」というドラマを放映していまし

た。10 回シリーズでこの 12 月 10 日に最終回を迎えました。見始めたら 1 回 1 回とても惹きつけられる

内容で、私自身、心が揺さぶられ、グッとくる場面がたくさんありました。物語の舞台は東京都立高校の

定時制ですが、原作は、大阪の定時制高校の科学部が日本地球惑星科学連合会で優秀賞を受賞し、探査機

はやぶさ２の基礎実験に参加したという実話をヒントに書かれたものだそうです。原作者の伊予
い よ

原新
はらしん

氏

は、かつて富山大学理学部の助教授を務めていた元研究者で、この小説は高校の読書感想文コンクール

の課題図書にもなっています。本自体は私も読んだわけではありませんが、「勇気」や「生きる意味」に

ついて深く考えさせられるお話だと思います。３年生は受験期なので難しいかもしれませんが、１，２年

生は読む価値があると思います。本離れが進んでいますが、本を読むことで想像力が広がり、間違いなく

生活は豊かになっていきます。この本に限らず、冬休み中、本屋さんや図書館で興味がある本を手に取っ

てみてもいいかもしれません。そんな話をしつつ、本題に入ります。 

 三中祭をはじめとする行事や、各種大会・コンクール等で大きな成果を収めた登校日 85 日間の 2学期

が今日で終わります。あっという間だと感じる人もいると思いますが、季節は夏から秋へと移ろい、今は

冬を迎えています。そういう意味では長期にわたる学期でした。みなさんにとって２学期はどんな学期

でしたでしょうか？ 

今月２日の全校朝会で、私は「12 月はまとめの１か月である」という話をしました。覚えているでし

ょうか？ そして、そのことをどれだけ意識して生活することができたでしょうか？  

今改めて、２学期を中心とした４月からの成果と課題を思い浮かべてみてください。そして、課題の中

から、自分が冬休みから３月までで、やれることをあげてみてください。どんなことでもいいです。たく

さんあげる必要はありません。最低でも１つ。できれば２つから３つくらい。「これは３月までに絶対や
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り切るぞ！」という課題です。どうでしょう？ ３年生の多くは「受験勉強」や「合格」がキーワードに

なるでしょうか？ １，２年生は「規則正しい生活」、「苦手教科や分野の克服」、「体力や技術の向上」あ

たりを考えたでしょうか？ 冬休みから３月まででぜひその課題をクリアしてほしい。各々がしっかり

仕上げをしてほしい。そう強く願います。 

さて、明日から１月 14 日まで冬休みになります。今日はクリスマス、その後は大晦日やお正月が控え

ています。まずは健康管理です。インフルエンザやコロナをはじめ、油断をして体調を崩すことだけは避

けるように、予防に努めながら生活をしてください。みなさんの20日間の冬休みが充実することを願い、

終業式のあいさつにします。 

 

＜活躍を称えます！！＞ 

ここ最近、表彰された生徒やチームについて皆さんにもお知らせし、活躍を称えたいと思います。今年

度は学校外での活躍もたくさん見られます。一人ひとりの努力の成果ですね。おめでとうございます！！  

その１：K ボール県野球大会 紫波郡選抜チーム 優勝。全国大会にコマを進めます。 

本校からは２年生の佐々木遥斗さん、武田幸太朗さんが出場し、活躍しました。  

 その２：菊池雄星文化プロジェクト第５７回岩手県読書感想文コンクール 

最優秀賞 １年生 細川春樹さん 岩手日報等でも紹介されました。 

 その３：一般財団法人日本森林林業振興会主催 令和６年度山火事予防ポスターコンクール 

     原画の部 入選 ２年生 飯塚 蘭 さん 

 その４：第４３回全国中学生人権作文コンテスト岩手県大会 

     奨励賞 １年生 藤原 旭 さん 

 

【“ふわふわ言葉”を継承する】 
12 月 17 日（火）の生徒朝会は、生徒会執行部の企画で、「ポジティブチェンジ集会」が行われまし

た。昨年度の生徒会執行部が提案して全校で取り組んだ“ふわふわ言葉”を継承し、さらに発展させてい

こうという取組で、「ネガティブな印象の言葉をポジティブな印象の言葉に変換する！ クイズ形式にし

ながら、全校で考えて意見を出し合い、三中の最適解を見つけていく！！」ことをねらいにして実施しま

した。例えば、「せっかち」をふわふわ言葉にチェンジすると……。「神経質」は？？ 小グループで話し

合い、発表する中で、最適解の言葉にかわっていく様子が 

手に取るようにわかりました。これを読んでいる皆さんは 

どのような言葉に変換しますか？ぜひお子さんと話してみ 

て下さい。（写真は話し合う様子です） 

それでは、皆様、よいお年をお迎えください！！ 


